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高密着性

キリンコート®Sにより母材表面近傍の硬さが傾斜化されるため、PVD

膜との硬度ギャップ等を緩和でき、その結果、PVDと比較して2倍以上

の密着性向上が可能です。

最適膜種のご提案

適用可能なPVD膜は、当社で開発したMX、CZを始めとする、数々の硬

質膜ラインナップの中から用途に応じた選択が可能です。これまでの

経験・実績から、最適な膜種を提案させていただきます。

金型・部品の長寿命化

一例として、冷間鍛造金型にてPVD膜のみの場合と比較し、9倍の寿命

向上を実現しました。他用途でも、長寿命化を達成しています。

適用事例

現在は主に輸送用機器向けの板プレス金型、冷間鍛造金型のパンチ、

ゴム成形金型、特殊刃物等の寿命向上に適用され、製造コスト削減に

寄与しております。
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表面硬化処理とは

金型や部品の寿命向上を目的として種々の表面処理が活用されてい

ます。対象品のコスト削減と共に、寿命向上により金型や部品の交換頻

度も削減され、ものづくりのトータルコストの削減が可能となります。

特に最近では、難加工材や複雑形状製品用の金型の耐久性向上の為

に、表面硬化処理技術などが広く適用されています。

キリンコート®Cシリーズ

当社の独自技術である後加工を必要としないキリンコート®Sの特徴

と、PVDとの複合表面処理です。キリンコート®Cシリーズでは複合化に

より、PVDと比較して2倍以上の密着性向上を実現しました。

キリンコート®Cに適用可能な膜種は、TiN、TiCN、TiC、CrN、TiAlN、DLC

や当社で新規開発したMX、CZ他の膜種から用途に応じた選択が可能

です。現在、これらに続く新膜の開発を推進しています。
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工      程 ：冷間鍛造
工 具 名 ：ダイス（φ26）
金      型 ：SKH51
被加工材 ：SPC（t=8.3）

TiN比約9倍

加工数［×103shot］
冷間鍛造ダイスへの適用例
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